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学 会 記 事

第58回新潟癌治療研究会

日 時 平成11年 2月27日 (土)

午後 1時30分より6時30分まで

会 場 新潟東映ホテル

lF白鳥の間

Ⅰ.一 般 演 題

1)[~1峡咽頭痛16例の治療成績
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当科開設以来24年間に経験 した口峡咽頭癌1郎射こつい

て治療成績を検討 し,報告 した.

対象 ･方法 :年齢は49歳-83歳,平均 66.3歳.組織

型は扇平上皮癌が14刑,瑞状癌,上皮内癌が各1刑であっ

た.TNh:,I,Stage(Sい 分粒 二Tl･6例.T2･3札 T

3･4例,T4･3刑,NO･7例,Nl･5例.N2b･2

例,N2cl2例.全例 MOで.StI･6刑,StⅢ･1例,

StⅢ ･4例.StN ･5例であ り.進行例が過半数を占め

ていた.治療は手術を6例 (全例 StI),放射線療法を

6刑 〔St､Ⅲ ･4.StN ･2 (温熱療法併用日.手術 十放

射線を4例 (StⅢ･1.St.Ⅳ ･3)に施行 した.Cause

Speeificな累積生存準を Kaplan-Meier法にて算出

した.

結果 :全例の生存率は3年で 79.5%,5年で 69.6%

であった.St別5年生存率 :St.Ⅰ･Ⅲは 1000も.StⅢ

は75%,SもⅣは30%と低下がみられた.治療法別 5年生

存率 :手術群は 100Q･b,放射線群は 83.3%,手術 +放

射線群は0%であり,進行例に対する治療の困難性が う

かがえた.また.低分化型ないし滞漫性浸潤境は頚部転

移率が高 く,5生率は30%と低下がみられた.

2)顎口腔領域における腺様嚢胞癌の臨床的検討
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1975年から1996年の22年間にf二]本歯科大学新潟歯学

部附属病院第2口腔外科にて治療をおこなっ/+=腺横森胞

癌患者19名を対象に,治療ならびにその予後 を中心に

retrospeetil･eな検討を加えた.発生部位はlj底8例.

上顎洞4刑.顎下腺3PTJ.硬口蓋 2例∴下顎骨 1例,舌1

例であった.組織型亜型は cribriform t.vpeが13例,

solidt.vpeが5例.tubulartypeが 1例であ-_)た.

初回治療内容は手術療法が18例,94.7%に行われていた.

局所制御状況では全体の 31.5%に局所再発を認めた.

後発転移状況では11例,57.9%に後発転移を認め,うち

lo飼,90.9%が肺転移であった.腺様嚢胞癌症例19例の

累積生存率を K盈Plan-Me如 法で算出すると,5年

生存牢が67.69も.10年生存率が49.3%であった.また

後発肺転移をきたし担痛のまま長期経過をたどっている

症例 も少なくなく,今後も長期経過観察を要することを

再認識させられた.

3)当科における48歳未満の口腔扇平上 皮 癌恩

者の臨床的検討

姦悪 智富 :苧冨 真義(濫費森等要撃霊屋 )

1970年 6r]から1998年12月の28年 7ケ月間に当科を

受診 した40歳未満の口腔南平上皮癌12症例について検討

を行った.初診年齢は26歳から38歳までで平均34歳.性

別は男性 7例,女性 5例.発生部位は舌が 6例,下顎歯

肉,上顎歯軌 口底が各 1例,下顎中心性癖が3例であっ

た.T 分類は,Tl,5例.T2,T4が各2例であった.

N 分類は NO,7例.Nl,2例.N2b,2例.N2C,

1例.M 分類は全例 MOであった.臨床病期は,Stage

I.5例,Stagen,Ⅲが各l例,StageⅣが5例であっ

た,治療 として,外科療法が11例,放射線療法が 1例で

あ り,全例に化学療法を併用 していた.予後は経過良好

9札 腫壊死3例であ り,Kaplan-Meier法による5

年累積生存率は74.1%であった.今臥 若年者Ⅰ二:1腔痛

の発症誘因と初回治療法の選択について検討 した.


